
12
月
１
日
（
木
）
中
央
市
民
会
館
の
５
Ｆ

の
第
７
会
議
室
で
第
４
回
の
「
高
齢
者
悩
み
１

１
０
番
講
座
」
が
年
金
者
組
合
越
谷
支
部
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
共

催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
越
谷
在
住
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
副
代
表
理
事
の
小
嶋

先
生
（
小
嶋
先
生
は
年
金
者
組
合
の
組
合
員
で

も
あ
り
ま
す
）
で
す
。
講
座
内
容
は
「
知
っ
て

お
き
た
い
終
活
知
識
」
で
し
た
。
当
日
は
11
名

の
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

越
谷
市
の
平
成
26
年
度
の
総
人
口
は
約
33
万

人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
約

７
万
４
千
人
に
増
え
て
い
ま
す
。
長
寿
化
が
進

む
の
に
対
し
て
、
核
家
族
化
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
地
域
の
地
縁
が
希
薄
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
高
齢
者
が
一
人
一
人
老

後
の
諸
問
題
に
自
ら
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
終
活
で
す
。
認
知
症
、

成
年
後
見
制
度
、
介
護
保
険
等
に
つ
い
て
一
定

の
知
識
を
習
得
し
て
お
く
事
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
知
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い

終
活
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
共
に

越
谷
市
で
何
か
相
談
し
た
い
事
が
あ
っ
た
時
の

越
谷
市
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ガ
ン
等
に
手
術
で
１
０
０
万
円
の
医
療
費
が

か
か
っ
て
も
「
高
額
療
養
費
制
度
」
を
知
っ
て

い
れ
ば
健
康
保
険
の
範
囲
で
最
高
月
10
万
円
あ

れ
ば
大
丈
夫
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
年
金
収
入

だ
け
で
は
生
活
す
る
の
に
不
足
の
場
合
、
自
宅

が
あ
る
場
合
は
「
最
後
の
砦
」
と
し
て
銀
行
の

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
い
う
制
度
を
利
用
す

れ
ば
、
地
価
の
70
％
く
ら
い
の
金
額
を
限
度
と

し
て
住
宅
を
手
放
す
事
な
く
、
毎
月
の
収
入
を

確
保
で
き
る
そ
う
で
す
。

最
低
限
の
成
年
後
見
制
度
の
知
識
は
必
要
で

す
。
遺
言
代
用
信
託
は
遺
言
様
式
の
制
約
が
な

く
、
生
前
に
信
託
が
設
定
で
き
る
等
有
用
性
が

あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

越
谷
市
の
相
談
窓
口
と
し
て
は
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
は
越
谷
社
協
、
遺
言
等
の
公
正
証

書

作

成

に

は

公

証

人

役

場

、

悪

質

商

法

（

悪

徳

商

法

）

は

中

央

市

民

会

館

４

階

に

あ

る

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

を

紹

介

い

た

だ

き

ま

し

た
。

私

達

年

金

者

組

合

の

組

合

員

は

現

在

「

楽

し

み

７
分
、
活
動
３
分
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
日
々
を
元

気
に
送
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
ご
両
親

が
存
命
の
方
に
は
、
介

護
、
成
年
後
見
、
相
続

と
い
っ
た
言
葉
は
身
近

な
問
題
で
す
。
ま
た
組

合
員
の
配
偶
者
、
親
戚
、

お
友
達
な
ど
に
も
介
護
、

成
年
後
見
、
相
続
と
い
っ

た
事
に
直
面
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
自
身
も
近
い
将
来
こ
の
当
事
者
に
な
る

可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
今
の
う
ち
に
こ

の
よ
う
な
勉
強
会
で
知
識
を
得
、
い
ざ
と
い
う

時
に
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
を
知
っ
て
お

く
だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
小
嶋

先
生
講
演
ど
う
も
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
嶋
先
生
に
は
講
座
終
了
後
、
希
望
が
あ
り

ま
し
た
の
で
個
別
相
談
も
実
施
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
編
集
委
員
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２０１６年

２２３号
１２月２１日（水）

２
０
１
６
年
を
振
り
返
る
と
、
熊
本
、
鳥
取

さ
ら
に
11
月
に
は
福
島
沖
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
日
本
全
国
で
発
生
し
ま
し

た
。近

い
将
来
、
首
都
直
下
型
地
震
、
東
南
海
地

震
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
越
谷
市
の
対
策

は
十
分
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
日
本
大
震
災
で
は
津
波
が
大
き
な
被
害
を

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
東
京
湾
に
津
波
は

入
っ
て
来
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

江
戸
川
の
河
口
で
１
ｍ
の
津
波
を
観
測
し
ま
し

た
。
津
波
は
河
川
を
伝
い
上
流
ま
で
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
河
川
に
近
い
住
民
は
高
い
建
物

に
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
越
谷
市
は
河
川
が
集
中
し
て
い
る
地
形

で
、
中
川
、
綾
瀬
川
、
元
荒
川
、
新
方
川
、

逆
川
と
市
内
を
縦
横
に
流
れ
て
お
り
、
津
波
に

つ
い
て
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

又
、
阪
神
大
震
災
で
は
、
高
速
道
路
の
橋
梁

部
分
が
数
百
ｍ
に
渡
り
倒
壊
し
た
映
像
が
思
い

浮
か
び
ま
す
が
、
被
害
を
大
き
く
し
た
の
は
火

災
で
あ
り
、
そ
れ
も
２
～
３
日
後
に
至
る
所
で

火
災
が
起
き
て
、
神
戸
市
西
宮
地
区
で
は
戦
後

の
焼
け
野
原
の
よ
う
に
な
り
、
被
害
を
い
っ
そ

う
大
き
く
し
ま
し
た
。

震
災
時
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
う
イ
ン

フ
ラ
は
分
断
さ
れ
、
火
災
の
多
く
の
原
因
が
電

気
を
通
電
し
た
時
に
起
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
火
事
を
消
火
す
る
消
火
栓
か
ら
は
水
が
出

ず
、
海
水
や
小
河
川
の
水
を
た
め
て
消
火
し
て

い
る
姿
を
、
テ
レ
ビ
映
像
で
全
国
民
が
固
唾
を

の
み
見
守
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
受
け
、
東
京
都
は
震
災
時
等
に

河
川
の
水
を
消
火
用
水
と
し
て
利
用
す
る
協
定

を
国
土
交
通
省
と
結
ん
だ
り
、
千
葉
県
船
橋
市

で
は
、
排
水
樋
管
の
ゲ
ー
ト
を
開
け
海
水
を
引

き
入
れ
消
火
用
水
に
当
て
る
等
の
対
策
を
取
っ

て
い
ま
す
が
、
越
谷
市
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

越
谷
市
は
地
理
的
に
河
川
を
防
火
用
水
と
し

て
有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
和
田
幸
雄
）

越
谷
市
の
地
震
防
災
対
策
を

考
え
て
み
よ
う

（
防
火
用
水
に
つ
い
て
）

第
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回
高
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１
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０
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人
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一
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が

学
習
は
数
を
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ね
て
理
解
が
進
む

次回の宣伝活動 １月１８日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口

12
月
１
日
（
木
）
中
央
市
民
会
館
の
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Ｆ

の
第
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会
議
室
で
第
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回
の
「
高
齢
者
悩
み
１

１
０
番
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座
」
が
年
金
者
組
合
越
谷
支
部
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
共

催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
東
越
谷
在
住
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
副
代
表
理
事
の
小
嶋

先
生
（
小
嶋
先
生
は
年
金
者
組
合
の
組
合
員
で

も
あ
り
ま
す
）
で
す
。
講
座
内
容
は
「
知
っ
て

お
き
た
い
終
活
知
識
」
で
し
た
。
当
日
は
11
名

の
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

越
谷
市
の
平
成
26
年
度
の
総
人
口
は
約
33
万

人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
約

７
万
４
千
人
に
増
え
て
い
ま
す
。
長
寿
化
が
進

む
の
に
対
し
て
、
核
家
族
化
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
地
域
の
地
縁
が
希
薄
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
高
齢
者
が
一
人
一
人
老

後
の
諸
問
題
に
自
ら
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
終
活
で
す
。
認
知
症
、

成
年
後
見
制
度
、
介
護
保
険
等
に
つ
い
て
一
定

の
知
識
を
習
得
し
て
お
く
事
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
知
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い

終
活
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
共
に

越
谷
市
で
何
か
相
談
し
た
い
事
が
あ
っ
た
時
の

越
谷
市
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ガ
ン
等
に
手
術
で
１
０
０
万
円
の
医
療
費
が

か
か
っ
て
も
「
高
額
療
養
費
制
度
」
を
知
っ
て

い
れ
ば
健
康
保
険
の
範
囲
で
最
高
月
10
万
円
あ

れ
ば
大
丈
夫
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
年
金
収
入

だ
け
で
は
生
活
す
る
の
に
不
足
の
場
合
、
自
宅

が
あ
る
場
合
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「
最
後
の
砦
」
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し
て
銀
行
の

リ
バ
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ス
モ
ー
ゲ
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ジ
と
い
う
制
度
を
利
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す

れ
ば
、
地
価
の
70
％
く
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の
金
額
を
限
度
と

し
て
住
宅
を
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放
す
事
な
く
、
毎
月
の
収
入
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そ
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用
性
が

あ
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の
だ
そ
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す
。

越
谷
市
の
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と
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成
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後
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制

度
に
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、
遺
言
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の
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正
証

書

作

成

に

は
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役

場

、

悪

質
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法

（
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法
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は

中
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会

館
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に

あ

る

消

費

生
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セ
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だ
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し
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。
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達
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の
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合
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は

現

在

「

楽

し

み

７
分
、
活
動
３
分
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
日
々
を
元

気
に
送
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
ご
両
親

が
存
命
の
方
に
は
、
介

護
、
成
年
後
見
、
相
続

と
い
っ
た
言
葉
は
身
近

な
問
題
で
す
。
ま
た
組

合
員
の
配
偶
者
、
親
戚
、

お
友
達
な
ど
に
も
介
護
、

成
年
後
見
、
相
続
と
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っ

た
事
に
直
面
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て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
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も
近
い
将
来
こ
の
当
事
者
に
な
る

可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
今
の
う
ち
に
こ

の
よ
う
な
勉
強
会
で
知
識
を
得
、
い
ざ
と
い
う

時
に
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
を
知
っ
て
お

く
だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
小
嶋

先
生
講
演
ど
う
も
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
嶋
先
生
に
は
講
座
終
了
後
、
希
望
が
あ
り
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で
個
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も
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し
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０
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。
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に
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来
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が
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の
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流
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で
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、
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、

逆
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内
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に
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、
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に
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は
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意
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で
す
。

又
、
阪
神
大
震
災
で
は
、
高
速
道
路
の
橋
梁

部
分
が
数
百
ｍ
に
渡
り
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し
た
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像
が
思
い

浮
か
び
ま
す
が
、
被
害
を
大
き
く
し
た
の
は
火

災
で
あ
り
、
そ
れ
も
２
～
３
日
後
に
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る
所
で

火
災
が
起
き
て
、
神
戸
市
西
宮
地
区
で
は
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後

の
焼
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野
原
の
よ
う
に
な
り
、
被
害
を
い
っ
そ
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大
き
く
し
ま
し
た
。

震
災
時
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
う
イ
ン

フ
ラ
は
分
断
さ
れ
、
火
災
の
多
く
の
原
因
が
電

気
を
通
電
し
た
時
に
起
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
火
事
を
消
火
す
る
消
火
栓
か
ら
は
水
が
出

ず
、
海
水
や
小
河
川
の
水
を
た
め
て
消
火
し
て

い
る
姿
を
、
テ
レ
ビ
映
像
で
全
国
民
が
固
唾
を

の
み
見
守
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
受
け
、
東
京
都
は
震
災
時
等
に

河
川
の
水
を
消
火
用
水
と
し
て
利
用
す
る
協
定

を
国
土
交
通
省
と
結
ん
だ
り
、
千
葉
県
船
橋
市

で
は
、
排
水
樋
管
の
ゲ
ー
ト
を
開
け
海
水
を
引

き
入
れ
消
火
用
水
に
当
て
る
等
の
対
策
を
取
っ

て
い
ま
す
が
、
越
谷
市
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

越
谷
市
は
地
理
的
に
河
川
を
防
火
用
水
と
し

て
有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
和
田
幸
雄
）

越
谷
市
の
地
震
防
災
対
策
を

考
え
て
み
よ
う

（
防
火
用
水
に
つ
い
て
）

第
４
回
高
齢
者
１
１
０
番
講
座

人
生
は
一
度
だ
が

学
習
は
数
を
重
ね
て
理
解
が
進
む

次回の宣伝活動 １月１８日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口


